







































日本 47 ロ V ヤ品
中 園 10 欧州系 叩
印 度 2 野生種 1 
































































鵬性l細野性 計 XI P 
1 3:1の分障を;ずるも@
1.・pon旬n・umX夏大厳密 128 29 157 8.569 '0.059 
I 9:7の分艇をするもの
2.夏大根 ox坊主【愛媛〉 141 113 254， 0.0578 0.857 
3.自 ま×夏大根姿 68 65 123 O.04，7'ti 0.882 
，. H. E. 364，9 X水 H事 63 " 97 0.1019 0.760 ， 
5.・早主主標く岡山)xT，・=i 4，2 s9 &l 。吋6503 0.4，姐1
6. " 
o4， tex-!量四郎. 29 21 50 0.01，29 0.8U 
I 7; 9の分騰をするもの
7.舞 5' tex屋根孫自陸 28 '6 7' 1.053' 0.316 





























































Johnson等の指摘している如く、 BtBt BtJ BtJ 
なる遺体的構成をもった野生大多i二於下 Bt1/t:， 
は st1-が別々に劣粧突然費異を起し BtBt btJ 
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言う事は現在不明であるoF. R. Da.vis侃及 J.
(.~匹訴究費事38~密集 2. 43-'5頁 1~8) -8-
